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東アジアの伝統と近代化に関する総合的考察

東アジアの文化と近代化研究チーム（課題番号：０６３００４）
研究機関：平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日
研究代表者：熊木 勉 研究員：笠 征、松浦 崇、紙屋正和、則松彰文、山根直生、広瀬貞三、村田 寛、

間ふさ子（平成１９年４月から加入）、田村和彦（平成１９年４月から加入）、
施 昭雄（平成１９年３月退職）、甲斐勝二（平成２０年４月から加入）

【研究成果】

近年、東アジア地域に対する関心が大幅に高まる

中で、本研究チームでも定期的に研究発表会を開催

し、また『研究部論集』を発行するなど、活発な研

究活動を行なった。

熊木は、おもに太平洋戦争下の朝鮮の詩の全体像

を解明すべく、今回は朝鮮語の抒情詩をテーマとし

て論文を執筆した。今後のテーマとしては日本語詩、

また戦争に深く関連する国策に応じた詩を具体的に

探る予定である。松浦研究員は、「詩語」研究と「索

引」学をテーマとした。その成果として、詩語の綿

密な分析に基づく３本の論文を書き、武漢・広州・

北京の大学で開かれた中国索引学会にも参加した。

日本の索引史を近くまとめる予定である。紙屋研究

員は、秦・始皇帝によって全国的に施行された郡県

制が、前漢・後漢時代にわたって固定的に運用され

ていたのではなく、時期によって制度・運用が大き

くかわっていたことを明らかにした。則松研究員は、

１８・１９世紀中国、清代中期の中国社会について、主

に風俗に関わる「奢侈」の観点から研究するととも

に、「盛世」と謳われた当該時期の中国社会におい

て発生した飢餓状況に対し、国家がどう対応したか

（救荒策）についての分析を行なった。山根研究員

は、中国唐宋時代における国家と社会の様相を、国

家については従来の「軍閥」概念を再考することか

ら、社会については宗族とその祖先史形成を考察す

ることから把握しようと試みた。広瀬研究員は、植

民地期朝鮮の官僚研究を行い、共著では朝鮮総督府

の土木官僚、個別論文では労働官僚の実態を、各々

明らかにした。また建国後の北朝鮮研究を行い、歴

史学者李清源に注目した。村田研究員は、近代朝鮮

語の研究のための基礎資料作成を行った。具体的に

は近代朝鮮語の文献である『捷解新語』の原刊本、

及び重刊改修本の電子テクスト化を行い、このうち

原刊本の文脈付索引を作成した。この作業と並行し、

近代朝鮮語へと繋がる中期朝鮮語の研究も行い、そ

の成果を論文２本などにまとめた。間研究員は、２０

世紀前半における中国南方話劇運動についてこれま

で行ってきた研究を博士論文としてまとめ、一方で

字幕制作ソフトを使用した中国語教育を実践し、そ

の成果をまとめた。甲斐研究員は、白族に関する調

査を積極的に行い、研究発表の場でその成果を公開

した。田村研究員は、近現代中国における葬儀改革

に関する行政文書を中心とした資料収集を行い、従

来からのフィールドワークの成果を参照しつつ、分

析考察を進めた。笠研究員は、中国文化の特性に注

目して、それを概観すべく『研究部論集』に成果を

発表した。

【研究業績】（間ふさ子、甲斐勝二、田村和彦研究

員の業績については、本研究チームへの参加以降の

業績のみを記す。）

笠 征「中國文化概論」、『福岡大学研究部論集』

Ａ：人文科学編 Vol.６ No.６、平成１９年２月

松浦 崇「漢魏晋南北朝時代の詩歌における『春』

『秋』�」、『プロブレマテーク』第７号、平成１８年
１０月

松浦 崇「李白の『清平調詞』と白居易の『長恨歌』」、

山田敬三先生古稀記念論集『南腔北調論集』、平成

１９年７月

松浦 崇「南朝梁の女流詩人―范靖婦詩歌考」、『新

しい漢字漢文教育』第４７号、平成２０年１１月

紙屋正和『漢時代における郡県制の展開』、朋友書

店、平成２１年３月

紙屋正和「王莽期の地方行政」、『福岡大学人文論

叢』３８‐４、平成１９年３月
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紙屋正和「漢民族は絶滅したか―中国古代の人口統

計―」、福岡大学歴史学科編『歴史はおもしろい』、

西日本新聞社、平成１８年９月

紙屋正和（書評）藤田勝久著『中国古代国家と郡県

社会』、『史学雑誌』１１７‐６、平成２０年６月

紙屋正和（書評）高村武幸著『漢代の地方官吏と地

域社会』（『日本秦漢史学会会報』９、平成２０年１２月

則松彰文「清代中期社会における生活環境と奢侈」、

『明清時代 環境と社会』韓国明清史学会編、平成

１８年

山根直生「唐宋之間徽州同族結合的諸類型」、国家

教育部人文社会科学重点研究基地・安徽大学徽学研

究中心編『徽学』第四巻、安徽大学出版社、平成１８

年８月

山根直生「静海・海門の姚氏―唐宋間、長江河口部

の海上勢力」、『宋代の長江流域 宋代史研究会第八

報告集』、汲古書院、平成１８年９月

山根直生「宋元明の徽州における黄�移住伝説」、
『九州大学東洋史論集』３６号、平成２０年３月

山根直生「中国地域史研究の展望に関する一私見」、

『七隈史学』第８号、２００７年３月

山根直生「回顧と展望 隋唐」、『史学雑誌』第１１６

編第５号、平成１９年５月

山根直生（共著）「『福岡平野史』という視野に関す

る提言―中国史研究の立場から―」、『七隈史学』第

１１号、２００９年３月

山根直生「文字をのこす人、みる人、語る人―南通

市狼山の磨崖文をたずねて」、『アジア遊学』９１、勉

誠出版、平成１８年９月、

山根直生「百人の兵士、百キロの行軍」、福岡大学

人文学部歴史学科編著『歴史はおもしろい』、西日

本新聞社、平成１８年９月

広瀬貞三（共著）『日本の朝鮮・台湾支配と植民地

官僚』、思文閣出版、平成２１年

広瀬貞三「大田川水系発電所工事と朝鮮人労働者」、

『新潟国際情報大学情報文化学部紀要』９号、新潟

国際情報大学情報文化学部、平成１８年６月

広瀬貞三「朝鮮総督府の労働官僚宮孝一」、『年報朝

鮮学』１１号、九州大学朝鮮学研究会、平成２０年５月

広瀬貞三「北朝鮮における科学院と李清源」、『七隈

史学』１０号、七隈史学会、平成２１年３月

村田 寛「１５世紀朝鮮語の〈‐ 〉格について―単

語結合論の観点から―」、朝鮮語研究会『朝鮮語研

究３』、平成１８年７月

村田 寛「１５世紀朝鮮語の絶対格についての覚え書

き」、『福岡大学人文論叢』第３８巻第２号、平成１８年

９月

村田 寛（共著）『Campus Corean―はばたけ！韓国

語』、朝日出版社、平成１９年４月

村田 寛「“ ”における

文法範疇の記述をめぐって―テンス・アスペクトを

中心にして―」、『日本における韓国朝鮮語教育研究

の現状と課題』、平成１８年１１月

村田 寛「初刊本『法華経諺解』朝鮮語 KWIC索

引―正順―」、科学研究費研究成果、平成２０年３月

村田 寛「初刊本『法華経諺解』朝鮮語 KWIC索

引―逆順―」、科学研究費研究成果、平成２０年３月

村田 寛『１５世紀韓国語の単語結合論研究』、科学

研究費研究成果、平成２０年３月（韓国語）

村田 寛「原刊本『捷解新語』朝鮮語 KWIC索引

―逆順―」、『福岡大学研究部論集』Ａ：人文科学編

Vol.８ No.３、平成２０年１２月

間ふさ子「三毛作詞の音楽アルバム『回声』につい

て」、『福岡大学人文論叢』第３９巻第１号、平成１９年

６月

間ふさ子「一九四八年香港の『白毛女』公演」、山

田敬三先生古稀記念論集刊行会編『南腔北調集』、

東方書店、平成１９年７月

間ふさ子「中国南方話劇運動研究（１８８９－１９４９）―

方言話劇の歩んだ道」（博士論文）、平成１９年１２月

間ふさ子「字幕制作ソフトを使った中国語教育につ

いて」、『福岡大学研究部論集』Ａ：人文科学編 Vol.７

No.５、８１‐９６、平成２０年１月

間ふさ子「李安乎？Ang Lee乎？」、『第１８回アジア

フォーカス福岡国際映画祭公式カタログ』平成２０年

９月

間ふさ子（翻訳）梅丁衍著「耳氏木刻版画生涯拾遺」、

日中芸術研究会『中国版画研究』５、平成１９年２月

間ふさ子（翻訳）ドキュメンタリー映画「春天―許

金玉の物語」字幕翻訳、平成２１年３月公開

間ふさ子（翻訳）陸倹明・沈陽《漢語和漢語研究十

五講》第十二講（中国語研究と認知言語学 その１）

『福岡大学人文論叢』第４０巻第４号、平成２１年３月

間ふさ子「中国映画『五朶金花』の字幕翻訳―新し
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い語学教育法を考える―」、『福岡大学研究部論集』

Ａ：人文科学編 Vol.８ No.３、平成２０年１２月

甲斐勝二「白族調七七七五体と日本“都都逸”七七

七五体との関係」、『唱�白族歌 我 踏歌而来』

９、云南民族出版社、平成２０年４月

甲斐勝二（訳注）『唐代中期の文学批評・緒論』訳

注（上）、『福岡大学人文論叢』、第４０巻第３号、平

成２０年１２月

甲斐勝二（共訳）張錫禄『大理白族仏教密宗・第二

章仏教密宗と大理白族』、平成２０年

甲斐勝二（共訳）陸倹明・沈陽『漢語和漢語研究十

五講』第十二講、『福岡大学人文論叢』、第４０巻第４

号、平成２１年３月

田村和彦「『死』をめぐる革命と民間知識―陝西省

中部地域の公共墓地産業と葬儀改革を事例として

―」、『革命の実践と表象―現代中国への人類学的ア

プローチ』（韓敏編、風響社）、平成２１年３月

田村和彦（書評）：瀬川昌久・西澤治彦編訳『中国

文化人類学リーディングス』、『中国２１』、（特集：旅

遊中国―産業としての観光、文化としての観光―）

２９、平成２０年３月

田村和彦「中国語教育における遠隔授業システムの

利用実験に関する展望」、『福岡大学研究部論集』Ａ：

人文科学編、Vol.７ No.５、５９‐７０、平成２０年１月

田村和彦「国家からみた歴史、民間からみた歴史―

中国同治年間における陝西回民蜂起をめぐる記述と

記憶―」、『歴史学・地理学助成報告書』平成１８年度

（福武学術文化振興財団）、平成１９年１１月

田村和彦「歴史記憶をめぐって―西北『回民起義』

に関する語り」、『漢族・少数民族研究の接合：クロ

スオーバー的視点からみる漢族と少数民族の社会と

文化』、平成１９年３月

施 昭雄（共訳）「中国大陸及び東南アジアの外国

籍配偶者移民の背景から考察する『新台湾之子』の

教育問題とその対策」、『福岡大学研究部論集』Ａ：

人文科学編 Vol.６ No.６、平成１９年２月

施 昭雄（共訳）「台湾における外国籍及び中国大

陸籍配偶者の現状とその展望」、『福岡大学研究部論

集』Ａ：人文科学編 Vol.６ No.６、平成１９年２月

施 昭雄「台湾の外国人労働者受入れ問題」、『福岡

大学経済学論叢』第５１巻第４号、平成１９年３月

熊木 勉「太平洋戦争下の朝鮮における抒情詩の姿

（上）」、『福岡大学研究部論集』Ａ：人文科学編 Vol.６

No.６、平成１９年２月

熊木 勉「文学からの接近：詩、何を読むか」、『韓

国語教育論講座』第４巻、くろしお出版、平成２０年

１月

熊木 勉（共訳）『小説家仇甫氏の一日（ほか１３編）』、

平凡社、平成１８年９月

熊木 勉（共訳）『太平天下』、平凡社、平成２１年３

月

熊木 勉「『空と風と星と詩』について」、『序詩』

秋号、平成２０年９月（韓国語）
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数学教育における質問書方式の研究

数学の教育方法研究チーム（課題番号：０６５００１）
研究期間：平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日
研究代表者：秋山獻之 研究員：上條いつ子、中岡史絵

【研究成果】

大学を取り巻く環境の変化、学生の質の変化など

に伴って、これまでの講義形式を主とする教育が成

り立ちにくくなってきている。とはいえ、教師一人

の知識を大勢の学生に体系的に伝えられる講義形式

は、うまくいけば至極効率的な教育方法のひとつで

ある。その講義形式の良さを現在に活かす方法はな

いかと考えた。これが本研究を始めるきっかけと

なっている。背景には、長年学生の質問に答えてき

た経験がある。近年、質問に答えていてもその答え

がうまく伝わっていない感じが強くなってきていた。

その原因が「学生がわかっていないところ」をつか

めていないことにあるのではないかと思うように

なった。講義を受けた学生は、一体何をどう感じて

いるのかを知りたい、そこで到達したのが「質問書

方式」と「大福帳」である。

この報告では、まず質問書方式と大福帳、そして

その融合である質問書 in大福帳の説明をする。次

に質問書 in大福帳を実践したあとでのアンケート

から学生の感想を紹介する。最後に実践によってわ

かったことを述べ、今後の問題点をあげる。

・質問書方式……「ミニッツペーパー」の一種であ

る。北海道大学名誉教授田中一氏考案の「受講者が

質問書を作成して提出し、著者が質問書に回答しこ

れを評価すること」（「さよなら古い講義」北海道大

学図書刊行会）を質問書方式と呼ぶ。手順を細かく

書くと以下のようになる。�講義時間終了の５，６分
前に講義を終え、残りの時間で学生が質問を書く。

�学生が退出する際、質問書を提出する。�質問書
を読み評価し、質問を入力する。�質問の中から回
答書で答える質問を選ぶ。�回答をできるだけＡ４
用紙両面一枚に収まるように作り、質問書と共に人

数分印刷する。�講義開始前に、回答と質問書を前
に置いておき、学生が入室時に取る。

「さよなら古い講義」では、質問書方式の効果と

して次の５点をあげている。学生が他者の考えを知

り多面的な視点を得る、考える習慣が身につく、講

義中静かになる、講義者に対する問題提起がある、

講義の改善につながる。

・大福帳……皇學館大学の織田揮準氏が創りだした

「講義者ー受講者間のシャトルカード」のことであ

る。Ａ４サイズの厚紙に講義の回数だけ枠をもうけ、

その各枠は、学生が質問・感想などを記入する欄と

それに対するコメントを講義者が記入する欄からな

る。学生一人一人が各自一枚のカードに質問・感想

を毎時間記入していきそれに対して講義者がコメン

トを書き込んでいく。それによって、講義に参加し

ているのだという帰属意識の育成、欠席の防止、コ

ミュニケーションの場の形成など、様々な効果が得

られる。

・質問書 in大福帳……質問書方式をより効果的な

ものにするために、大福帳（カード）を用いる。毎

回配布する質問書の代わりに一人一枚のカードを用

いる。そのカードを講義後に回収しコメントを書き、

次の時間に配布する。質問書方式だけでは、個々の

学生に直接対応することができないが、個別のカー

ドを使うことでそれが可能になる。質問書方式と同

様に、選んだ質問に対する回答を全員に配布する。

・「質問書 in大福帳」を実践して……理学部応用数

学科、および工学部の数学の講義で「質問書 in大

福帳」を実践した。学生に対するアンケートに書か

れた感想を紹介する。

あなたからの伝言板（学生が質問を書く欄）に対す

る感想……「その日の授業を思い出しながら書くの

で、いい復習になると感じた」「今日はこれをした。

という達成感みたいのが残る」「書く内容を考えて

いると授業に集中できて良かった」「授業中に質問

するのは恥かしいからあってよかった。それに面白
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いです」「普段の講義は大人数で一対一で会話する

ことが少ないのでコミュニケーションが取れるいい

手段だと思った」「自分がいつも似たことを書いて

るなぁと思う」「書くことがないときは、枠を埋め

るのがつらい」

あなたへの伝言板（講義者がコメントを書く欄）に

対する感想……「ただ講義をして終わりというので

はなく感想を書いて返事があるので先生と距離が短

く感じた」「一方通行な授業ではないと思った」

「ちゃんと相手にされている気になり、やる気につ

ながった」「休んだ時もその日にした事の内容や心

配して下さっていたのでよかったと思います」

回答書に対する感想……「みんながどのように思っ

ているのかわかって良いと思う。他の人の質問に

よって改めて考えさせられることも多かった」「皆

の質問を見て自分でも気づかなかったあやふやな部

分がしっかりとした形になったり先生の的確な答え

で役に立った。これからも続けてほしい」「まわり

のみんながどう思っているのか、どこを疑問として

いるのか分かることで、少し安心しました」「同じ

質問を持った人が結構いるなと思った」「１回１回

ちゃんとしてくれていて自分のが載るとうれしかっ

た」

・得られたこと……講義直後の質問から読み取れる

講義の受け止め方についてまとめる。

�専門用語に戸惑う。講義中に説明していても、新
しく出てきた概念に対する質問が多い。

�板書が読めない。内容の理解が不十分なため板書
を丸写しする学生には、黒板に書かれた文字の一字

一字を写すのに困難が生じている。

�論理的なつながりを理解できない。ごく簡単なこ
とでも、証明のつながりや、直前の定義や定理の性

質を利用した場合などに理解が難しい場合がある。

質問書 in大福帳の特徴をまとめる。

�質問を書くという行為によって、学生が講義に集
中する度合いが強まった。

�回答書を配布することで他の学生の質問を読むこ
とができ、考え方の多様さを個々の学生が知る。そ

れぞれの知見を広めるのに役立つ。

�講義者と受講生、受講者同士の間に双方向のやり
とりができ講義の可能性が広まった。

�学生の生の声を講義者が知ることができ、講義の

改善につながる。

�学生一人一人が自分のカードを持つことで、講義
に参加しているという気持ちが強まる。講義者との

会話が成立する。

・問題点……書くことがないという学生を減らすよ

う、講義内容・方法に工夫が必要である。書かれた

質問の真意を読み取ることに多少の困難がある。大

福帳のコメント記入の時間、回答書作成の時間など、

手間をどれだけ減らせるかに再考の余地がある。

・まとめ……ただ漫然と講義に来るのではなく、講

義に参加して考えることが大事なのは言うまでもな

い。だがそのことをそのまま学生に伝えようとして

もなかなか伝わるものではない。ならば、考えざる

を得ない状況を作ってはどうか。教える人・講義内

容を問わず、システムとして学生を講義にひきつけ

る１つの方法、それが「質問書 in大福帳」である。
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遠隔会議の知的サポートシステムに関する研究

知的マルチメディア技術の応用研究チーム（課題番号：０６５００６）
研究期間：平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日
研究代表者：鶴田直之 研究員：森元 逞、高橋伸弥、前田佐嘉志

【研究概要】

計算機ネットワークやマルチメディア、ユビキタ

ス社会のためのセンサーネットワークが普及し、遠

隔手術や遠隔講義といった遠隔サービスが利用可能

になっている。例えば、福岡大学大学院工学研究科

電子情報工学専攻でも、九州大学との単位互換制度

の一環で、九州大学と九州工業大学、熊本大学、宮

崎大学、福岡大学の５大学を遠隔会議システムで結

んだ遠隔講義を受講している。しかしながら、応用

が広がるにつれ、実際の現場では Face To Faceのコ

ミュニケーションとの違いによる遠隔サービスの使

いにくさが明らかになっている。例えば、遠隔の会

場で誰が発言しているのか分からない、遠隔地への

問いかけなのか会場内での内輪の話なのか分からな

いといった臨場感の欠如である。このような背景か

ら、遠隔サービスの臨場感を高める目的で、より知

的な機能の実現が要求されるようになっている。

そこで、本研究では、遠隔会議システムにおける

遠隔コミュニケーションをサポートする知的マルチ

メディアシステムの開発に取り組んだ。まず、研究

の位置づけとして、会場や参加者がその都度変わっ

ても簡単に設置して利用できるポータブルなシステ

ムの実現を前提とした。研究の目的としては、参加

者の入退室管理を行いながら、発言者を特定してカ

メラズームを行い、更に発言者を特定するための ID

を遠隔側映像にテロップとして表示する機能の実現

を目指した。同時に、遠隔会議の内容をディジタル

アーカイブとして保存するための映像編集技術の開

発を行った。

具体的な研究課題は、発言者位置特定のための音

声処理技術の開発、参加者の行動認識のための画像

処理技術の開発、複数の遠隔映像を一つの映像に合

成してアーカイブ化する技術の開発である。

【研究成果】

�発言者特定の音声処理技術の開発
マイクの指向性を利用して発言者の位置を推定し、

カメラを自動的に発言者に向けたり、ズームインし

たりする技術は既に商用の遠隔会議システムなどに

取り入れられている。本研究では、より簡易なマイ

クシステムで位置推定制度を高めるために、顔検出

技術を組合せた方法を実現した。

�参加者の行動認識のための画像処理技術の開発
人物の同定や移動する人物を追跡する技術は、事

前に多くのサンプルデータを確率・統計処理して対

象の特徴を抽出しておき、その特徴を用いて識別を

行うものが一般的である。これに対し、本研究では、

事前の複雑な処理を必要としないポータブルなシス

テムを前提としている。そこで、実際の会場で入手

できる情報を動的に処理しながら、人物の同定や追

跡に役立つ特徴を抽出・更新しつつ、これらを用い

て識別を行う技術の開発を行った。複数の人物を区

別しながら同時に追跡する実験では、平均８６％の成

功率を得て、確率・統計的手法の一般的な性能と比

べても遜色ないものであった。

�複数の遠隔映像を一つの映像に合成してアーカイ
ブ化する技術の開発

複数の会場ごとに撮影した映像をそれぞれアーカ

イブ化すると、閲覧の際には映像間の時間合せが行

えず、内容を把握するのが困難になる。また、それ

ぞれの映像を縮小して一つの画面に収録すると解像

度が極端に落ちてしまい、やはり閲覧の際に内容を

把握するのが困難になる。そこで、本研究では、複

数の映像をあたかも一つの会場で会議をしているか

のように合成する技術の開発を行った。

具体的には、一般にそれぞれの会場の映像は、異

なったカメラワーク（視線方向やズーム）と異なっ

た照明条件で撮影されている。そのため、単純に合
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成を行うと違和感のある映像になってしまう。この

違和感を緩和するためには、それぞれの会場で撮影

時のカメラワークや照明環境を測定しおき、これら

の違いを補正しながら合成する必要がある。そこで、

本研究では、特殊で高価な計測装置を必要とするこ

となく、現場にあるカメラとプロジェクターだけを

用いて、カメラワークや照明環境の測定と違いを補

正する技術を開発した。実験では、カメラワーク補

正により、画像間の合成の位置ずれは１．４画素から

２．２画素の範囲に収まり、十分に実用的なものであっ

た。また、照明環境の補正により画像の明るさのず

れは５．４％までに軽減させることができ、色合いの

ずれも６．０％以内に軽減させることができた。

【ま と め】

以上、遠隔会議システムにおける遠隔コミュニ

ケーションをサポートする知的マルチメディアシス

テムの開発に取り組んだ。今後も、Face To Faceの

コミュニケーションに近い遠隔サービスの実現に向

け、新しい技術の開発に取り組みたい。特に講義の

アーカイブ化は大学の知的財産の有効活用において

重要であると思われる。

【研究業績】

１．下川統也：環境光の変化にロバストな人物追跡

カメラに関する研究，福岡大学大学院工学研究科

修士論文，２００７．３

２．S. Maeda, N. Tsuruta, S. Takahashi, T. Morimoto:

Iris Control for Color Normalization using Controlla-

ble Light, The 1st Int. Symposium on Information and

Computer Elements (ISICE 2007), pp.62-64, 2007. 9

３．諌山 徹：複数の音源方向検出システムを用い

た話者位置の推定，福岡大学大学院工学研究科修

士論文，２００８．３

４．松村麻理，前田佐嘉志，鶴田直之：コンピュー

タビジョンを用いた未来型番組映像の作成支援シ

ステムの実現，電気関係学会九州支部第６１回連合

大会，０２‐１A‐０１，２００８．９

５．宮原聡史，前田佐嘉志，鶴田直之：Spectral Clus-

teringを用いた複数人物追跡のための動的特徴抽

出に関する研究，電気関係学会九州支部第６１回連

合大会，０２‐１P‐１５，２００８．９

６．松村麻理：コンピュータビジョンを用いた未来

型番組映像の作成支援システムの実現，福岡大学

大学院工学研究科修士論文，２００９．３

７．宮原聡史：Spectral Clusteringを用いた複数人物

追跡のための動的特徴抽出に関する研究，福岡大

学大学院工学研究科修士論文，２００９．３

８．江崎亘：DSPボードとホスト PCによる分散型

音声認識，福岡大学大学院工学研究科修士論文，

２００９．３

Ａ会場（やや明るい照明）

Ｂ会場（やや暗い照明でスクリーンの傾きもＡ会
場とは異なる。）

Ａ会場とＢ会場の映像の合成結果（照明の色調や
幾何学的なずれが調整されている）

図．遠隔○×ゲームのアーカイブ化
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ソノポレーション法を用いた薬物治療の研究

ソノポレーション法の研究チーム（課題番号：０６６００２）
研究期間：平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日
研究代表者：Loreto B. Feril, Jr. 研究員：入江 豊

【研究成果】

我々は、超音波を照射することで細胞に遺伝子を

導入できることを証明してきた。本課題ではさらに

遺伝子導入効率を高める技術の研究を行ってきた。

キャビテーションを促進して遺伝子導入効率を高め

るために超音波造影剤やマイクロバブル（Optison,

Liposome bubbles, SonoVue, Sonazoid）を併用した。

導入率の計測は、ルシフェラーゼアッセイを行い、

Green fluorescence protein（GFP）タンパクの発現を

フローサイトメトリーや蛍光顕微鏡を用いて計測し

た。

超音波照射による遺伝子導入を行い、生体や臨床

に応用することが可能となる最適な設定をした。超

音波照射による直接的な影響で細胞に致死的なダ

メージを最小減にし、遺伝子導入効率を最大限にす

る設定を導き出した。ヒト白血病細胞（U９３７）、ヒ

ト子宮頚癌細胞（HeLa）、ヒトメラノーマ細胞（C

３２）を用いて実験を行い、それぞれに最適な条件を

検討し、遺伝子導入が可能であることを確認した。

我々は、超音波照射による遺伝子導入を行う際に、

細胞にある程度のダメージを与えることを確認した。

実際、遺伝子導入効率が高い条件下では、癌細胞の

アポトーシスも認められた。このことは、超音波照

射による遺伝子導入による治療効果に細胞のアポ

トーシスも加わり、それらの相乗効果で癌の治療に

応用できることを示している。

つづいて、GFPプラスミド遺伝子の存在下で、

細胞に超音波を照射した群と、細胞に直接小孔を空

けた群との遺伝子導入率を比較して、超音波照射に

よる遺伝子導入のメカニズムを研究した。超音波を

照射した群のほうがはるかに高い導入率を認めた。

このことは、超音波を照射することにより、遺伝子

が能動的に導入されることを示している。能動的に

遺伝子が導入されるメカニズムは inertial cavitation

により生じるマイクロジェットと考えられる。マイ

クロジェットにより細胞外の遺伝子や分子を直接細

胞内に導入することができる。一方、細胞に小孔を

空けた実験で示されたように、受動的に遺伝子が導

入される概念は、超音波により細胞に小孔が生じ、

受動的に細胞外の遺伝子や分子細胞内に流入し、そ

れらが細胞内に導入されると考えられる。本研究で

検討された超音波条件をもちいることで、今後の遺

伝子治療や癌治療への応用が可能となることが期待

できる。

【研究業績】

１．Feril, L.B. Jr., Kondo, T Ultrasound liberates nitric

oxide (NO) from the caged NO compound N,N’ -bis

(carboxymethyl ) -N,N’ -dinitroso-p-phenylenediamine

sodium salt. Ultrason. Sonochem. 2006, 13: 397-400.

２．Kagiya G, Ogawa R, Tabuchi Y, Feril LB Jr., Nozaki

T, Fukuda S, Yamamoto K and Kondo T. Expression of

heme oxygenase-1 due to intracellular reactive oxygen

species induced by ultrasound. Ultrason. Sonochem.

2006, 13: 388-96.

３．Kagiya G, Tabuchi Y, Feril LB Jr., Ogawa O, Zhao

Q-L, Kudo N, Hiraoka W, Tachibana K, Umemura S,

and Kondo T. Confirmation of enhanced expression of

heme oxygenase-1 gene induced by ultrasound and its

mechanism: Analysis by cDNA microarray system,

real-time quantitative PCR, and western blotting. J

Med Ultrasonics 2006, 33: 3-10.

４．Hiraoka W, Honda H, Feril LB Jr., Kudo N, Kondo

T. Comparison between sonodynamic effect and pho-

todynamic effect with photosensitizers on free radical

formation and cell killing Ultrason. Sonochem. 2006,

13: 535-42.

５．Ando H., Feril LB Jr., Kondo T, Tabuchi Y, Ogawa
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R, Zhao QL, Cui ZG, Umemura S, Yoshikawa H and

Misaki T. A echo-contrast agent, Levovist, lowers the

ultrasound intensity required to induce apoptosis of

human leukemia cells. Cancer Lett. 2006, 242: 37-45.

６．Cheng C, Tsuneyama K, Zheng H, Oya T, Cui Z,

Feril LB Jr, Takano Y. Enhanced scavenging of lipid

substances is a possible effect of corticosteroids in the

treatment of cholesterol crystal embolism. Pathol Res

Pract. 2006, 202: 591-8.

７．Feril LB Jr., Ogawa R, Tachibana K and Kondo T.

Optimized ultrasound-mediated gene transfection in

cancer cells. Cancer Science 2006, 97: 1111-4.

８．Tabuchi Y, Ando H, Takasaki I, Feril LB Jr., Zhao Q

-L, Ogawa R, Kudo N, Tachibana K, and Kondo T.

Identification of genes responsive to low intensity

pulsed ultrasound in a human leukemia cell line Molt-

4. Cancer Lett 2007 (Feb) 246 (1-2): 149-56.

９．Yoshida T, Kondo T, Ogawa R, Feril LB Jr., Zhao

QL, Watanabe A, Tsukada K. Combination of doxoru-

bicin and low-intensity ultrasound causes a synergistic

enhancement in cell killing and an additive enhance-

ment in apoptosis induction in human lymphoma U

937 cells. Cancer Chemother Pharmacol 2008 (Apr.)

61 (4): 559-67.

１０．Feril LB Jr., Kondo T, Tabuchi Y, Ogawa R, Zhao Q-

L, Nozaki T, Yoshida T, Kudo K, and Tachibana K.

Biomolecular effects of low intensity ultrasound: apop-

tosis, sonotransfection and gene expression. Japanese

Journal of Applied Physics 2007 46 (7 B): 4435-40.

１１．Salunga TL, Tabuchi Y, Takasaki I, Feril LB Jr.,

Zhao QL, Ohtsuka K, Tsuneyama K, Kondo T. Identi-

fication of genes responsive to paeoniflorin, a heat

shock protein-inducing compound, in human leukemia

U937 cells. International Journal of Hyperthermia

2007 23 (6): 529-37.

１２．Danno D, Kanno M, Fujimoto S, Feril LB Jr.,

Kondo T and Nakamura S. Effects of ultrasound on

apoptosis induced by anti-CD20 antibody in CD20-

positive B lymphoma cells. 2007 Ultrason. Sonochem.

2008 15 (4): 463-71.

１３．Ahmed K, Zhao Q-L, Matsuya Y, Yu DY, Feril LB

Jr., Nemotot H, Kondo T. Rapid and transient intracel-

lular oxidative stress due to novel macrosphelides trig-

ger apoptosis via Fas/caspase-8-dependent pathway in

human lymphoma U937 cells. Chem Biol Interact.

2007 170 (2): 86-99.

１４．Tachibana K, Feril LB Jr., Ikeda-Dantsuji Y. Sono-

dynamic therapy. Ultrasonics 2008 48 (4): 253-9.

１５．Tabuchi Y, Takasaki I, Zhao Q-L, Wada S, Hori T,

Feril LB Jr., Tachibana K, Nomura T, Kondo T. Ge-

netic networks responsive to low-intensity pulsed ul-

trasound in human lymphoma U937 cells. Cancer Let-

ters 2008 270 (2): 286-94

１６．Ogawa R, Lee S, Izumi H, Kagiya G, Yoshida T,

Watanabe A, Morii A, Kakutani S, Kondo T, Feril LB

Jr., Ishimoto T. Enhancement of artificial promoter ac-

tivity by ultrasound-induced oxidative stress. Utrason

Sonochem 2009 16: 379-386.

１７．Hassan MA, Feril LB Jr., Suzuki K, Kudo N, Tachi-

bana K, Kondo T. Evaluation and comparison of three

novel microbubbles: Enhancement of ultrasound-

induced cell death and free radicals production. Ultra-

sonics Sonochmistry 2008 16: 372-8

１８．Feril LB Jr., Tachibana K, Ogawa K, Yamaguchi K,

Solano I, Irie Y. Therapeutic potential of low-intensity
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神経因性疼痛の発症機序に対するATPと
ATP受容体に関する研究

ATPと神経因性疼痛研究チーム（課題番号：０６６００６）
研究期間：平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日
研究代表者：本多健治 研究員：右田啓介（平成１９年３月３１日退職）、桂木 猛

【研究概要】

糖尿病、ガン、手術、帯状疱疹等による神経障害

が原因で生じる神経因性疼痛は慢性の難治性疼痛で

有効な治療薬が確立していない。とくに、糖尿性有

痛性神経障害は、糖尿患者の急激な増加に伴い増加

する可能性が考えられ、治療効果の高い新薬の開発

と疼痛発現の仕組みの解明が急がれている。近年、

アデノシン三リン酸（ATP）受容体が脊髄内で痛覚

伝達に関与していることが報告されている。また、

細胞外の ATPの濃度が神経障害時や病態時に上昇

することから、神経障害の発症機序に ATPが深く

関与することが考えられる。そのような背景から、

神経因性疼痛における ATP受容体の役割を解明す

ることは、有効な治療法の確立の糸口となると考え

本研究課題を着手した。

痛覚の伝達は、中継点である脊髄を経て脳へ伝え

られる。そこで、私達は脊髄の ATP受容体に焦点

を当て研究を進めた。さらに、痛み伝達における脊

髄ムスカリン性アセチルコリン受容体（ムスカリン

受容体）の役割についても検討した。

【研究成果】

１．糖尿性有痛性神経障害における脊髄ATP受容

体の役割

私達は糖尿性有痛性神経障害モデルマウスをスト

レプトゾトシン（STZ）投与により作製した。作製

した STZ誘導糖尿病マウスは神経因性疼痛の主症

状アロディニア（異痛症）に類似した疼痛反応を示

した。そこで、アロディニア発現時における脊髄後

根神経（DRG）内 ATP受容体サブタイプの発現量

を調べた。その結果、ATPのイオンチャンネル型

P２X２受容体および P２X３受容体の mRNA量の有意

な増加が認められた。次に、糖尿性アロディニア反

応に対する P２X３受容体拮抗薬の脊髄クモ膜腔内投

与の効果を調べた。P２X３受容体拮抗薬は、糖尿性

アロディニア反応を有意に抑制した。これらの結果

から脊髄内 P２X３受容体の活性化または発現量の増

加が、糖尿性有痛性神経障害によるアロディニア発

現に深く関与することが示唆された（研究業績１）。

一方、私達は糖尿病性神経因性疼痛の発現における

脊髄内 protein kinase C（PKC）の関与についても検

討した。その結果、糖尿病性アロディニアの発現に、

脊髄内 Ca２＋／phospholipid依存性 PKC活性の上昇が

関与することが明らかとなった（研究業績９）。い

くつかの報告で、P２X受容体は PKCにより活性化

することが報告されている。これらの報告と私達の

研究成果を考え合わせると、脊髄内 P２X３受容体活

性化による糖尿病性アロディニア発現には一部

PKCの活性化が関与する可能性が示唆された。本

研究において、糖尿性有痛性神経障害の発症と ATP

受容体サブタイプの P２X３受容体の関連性が明らか

となった。これらの結果は、神経因性疼痛の治療法

を確立するために新しい情報を提供し、さらに P２

X３受容体拮抗薬が従来とは異なる機序をもつ鎮痛薬

となる可能性を示唆するものである。

２．ATP放出機構の研究

先の消化管平滑筋を用いた研究から、痛みの me-

diatorである substance P, substance K, bradykininは、

著しい ATPの放出を引き起こすことが明らかにさ

れた。しかし、senktideや neuroteptide Yなどの痛み

を引き起こさないペプチドは、全く ATPを放出し

ないことより、ATPを含めた発痛物質間には、お

互いに放出を促進し合うことにより、痛みシグナル

を増幅させる機構が存在する可能性が示唆された。

そこで、培養平滑筋（T. coli）細胞を用いて bradyki-
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ninおよび angiotensin IIによる ATP放出機構の検討

を行った。

その結果、これら痛みの mediatorは G蛋白質共

役型のそれぞれの受容体刺激により、Ins（１，４，

５）P３系のシグナルを介して小胞体からの Ca２＋放出

に伴う ATP放出を引き起こすこと、さらに ATPの

膜輸送は ABCトランスポーターであるMRP１を介

して行われることが、明らかにされた（研究業績１０）。

従ってこの ATP放出機構のあるステップを効果的

に遮断することで、ATPによる痛みシグナルを抑

制し得る可能性が考えられるので、今後は、この点

について研究を展開する予定である。

３．痛覚伝達系における脊髄ムスカリン受容体の役

割

すでに、私達は脊髄ムスカリン受容体が侵害刺激

および神経因性疼痛に対し鎮痛作用を示すことを報

告している（研究業績６）。しかし、その詳細なメ

カニズムは明らかではなかった。そこで、本研究で

は脊髄ムスカリン受容体による鎮痛作用のメカニズ

ムについて検討した。その結果、脊髄内ムスカリン

M１受容体の活性化は介在性抑制性 GABA神経から

の GABA遊離を介し GABAA受容体を刺激すること

で痛覚伝達を抑制し鎮痛効果を示すことが明らかに

された（研究業績３，１１）。
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肝臓原発悪性リンパ腫と
Ｃ型肝炎ウイルス（HCV）の関与についての研究

Ｃ型肝炎ウイルス関連リンパ腫研究チーム（課題番号：０６６００７）
研究期間：平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日
研究代表者：竹下盛重 研究員：木村暢宏、早田哲郎

【研究成果】

HTLV１や EBウイルス感染は、悪性リンパ腫の

発症に深く関与していることが知られている。南欧

州では、HCV関連の病変として B細胞性リンパ腫

がいわれている。組織型は、リンパ濾胞辺縁帯から

出る mucosa-associated lymphoid tissue（MALT）型

とびまん性大細胞性リンパ腫（DLBCL）が多いと

されている。我々は、日本における HCV関連リン

パ腫は DLBCLが他組織型に比し有意に多く、また

場所として脾臓、胃に多いことを確認した。今回、

肝臓のおける悪性リンパ腫と HCV感染の関係を検

討した。

症例の内訳を表１、２に示す。肝臓原発MLは１８

例であり、びまん性大細胞性 Bリンパ腫（DLBCL）

が１０例と多く、MALTリンパ腫が８例認められた。

DLBCL患者では、HCV罹患が７例（７０％）認めら

れ、他群に比し有意に（p＜０．０５）高かった。二次

性に肝浸潤を示し、全身に浸潤がみられる B, T/NK

細胞リンパ腫３６例では HCVの関与は、低率であっ

た。B型肝炎ウイルス（HBV）罹患は、２例にみ

られた。本群の９例に、慢性肝炎、肝硬変症、肝癌

が認められた。腫瘍は単発（６例）、多発（４例）

であった。１例にて慢性関節リウマチを合併してい

た。調べた８例の５０％生存率は３０ヶ月であった。腫

瘍細胞の形質は、CD１０陽性例が４例、MUM１陽性

例は３例にみられた。CD２５が５例に陽性であり、

B細胞MLの中では特異的な所見である。HCV NS３

（非構造蛋白）に対する抗体で、組織における HCV

感染の検討を試みた。HCV陰性例では、反応は認

めない。HCV陽性者では、肝細胞内に小顆粒状に

陽性を示す部位があり、また時に強陽性に出る肝細

胞が認められた。門脈域では、血管内皮、胆管は陰

性であり、反応性リンパ球は陰性、陽性が認められ

た。HCV NS３調べた６例中４例においてリンパ腫

細胞の胞体に顆粒状陽性像を示した。HCVコア蛋

白抗体は、２例にて細胞質内に陽性像がみられた。

HCV cDNAプローブを用いた in situ hybridization

（ISH）では、肝細胞、胆管細胞と共に６例全例の

リンパ腫細胞において、核内、核周囲に陽性像がみ

られた。HCV陰性の肝臓リンパ腫では陰性であっ

た。HBV感染２例の DLBCL組織における抗 HBs

抗体の反応では、肝細胞には陽性像がみられるが、

リンパ腫細胞は陰性であった。MALTリンパ腫８例

では、２例に HCV、１例に HBVの罹患を認める。

２例のリンパ腫細胞においては、HCV NS３抗体陽

性像を示し、ISHにて HCV RNAのシグナルを核内、

核周囲に認めた。HCV陰性４例において Sjögren症

候群（SS）、原発性胆汁うっ滞症候群（PBC）、自己

免疫性肝炎を合併していた。５０％生存率は８４ヶ月以

上である。細胞の性格は、Bcl２のみが陽性であり、

CD１０、MUM１は陰性であった。

肝臓原発 B細胞MLでは、DLBCLが過半数をし

め、その７割が HCV陽性者であった。二次性に肝

浸潤を示した B, T, NK/T細胞リンパ腫では HCVの

関与は低率であり、以前示した脾臓や胃 DLBCLと

共に、HCVが肝臓原発 DLBCLの発症に大きな影

響を示していることが考えられた。予後不良例が認

められた。MALTリンパ腫も多くみられ、約２割に

HCV感染がみられたが、PBC,SS等が４例にみられ、

膠原病との関連が示唆された。予後は良好であった。

HBV感染は発症に大きく関与していなかった。今

回、肝臓原発 DLBCLにおいて、HCV NS３、core

蛋白、HCV RNAを可視的に確認出来た点は、腫瘍

細胞と HCV感染の直接的関係を確認しえたものと

考える。しかしながら、HCV患者総数から考える

と、肝臓原発悪性リンパ腫発生の頻度は低い。肝臓
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内で悪性リンパ腫発癌性を抑制する機構、また、

HCVの低リンパ腫発癌性を表している可能性が示

唆される。肝内Bリンパ球内でどのような状態が引

き起こされているかの検討が必要となる。
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Table 1. Viral infection and initial clinicopathological findings in 54 cases of liver-involving lymphoma

No. of
cases

Age
(mean)

M : F Histological type:
No. of cases

HCVAb
in sera

HBs, e Ag
in sera

HTLV-1
Ab

EBERs
ISH

Median
Survival

Primary hepatic B cell lymphoma
18 64yo 9 : 1 DLBCL: 10 7/10 2/10 1/10 1/10 30 mons

3 : 5 MALToma: 8 2/8 1/8 0/5 0/8 >84 mons
total 12 : 6 9/18 3/18 1/15 1/18

Systemic B-cell lymphoma with hepatic invasion
14 5 : 5 IVL: 10 0/7 1/7 1/7 0/8

68yo 3 : 1 DLBCL: 4 2/3 0/3 0/3 0/4
total 8 : 6 2/10 1/10 1/10 0/12 5 mons

Systemic T/NK cell lymphoma with hepatic invasion
22 11 : 4 HSTCL or ANKL: 13 0/14 0/14 0/14 4/14

55yo PTCL-u and ALCL: 2
6 :1 ATL/L: 7 1/5 0/5 7/7 0/5

total 17 : 5 1/19 0/19 7/21 4/19 5 mons

HCV: Hepatitis C virus; HBV: Hepatitis B virus; HTLV: Human T-cell lymphotropic virus; EBERs: EBV encoded RNAs; ISH: in situ hy-
bridization; DLBCL: Diffuse large B-cell lymphoma; FL; follicular lymphoma; MALT: Mucosal-associated lymphoid tissue; IVL: Intravas-
cular lymphoma; HSTL: Hepatosplenic T cell lymphoma; ANKL: Aggressive NK cell lymphoma; PTCL-u: Peripheral T cell lymphoma, un-
specified; ALCL: Anaplastic large cell lymphoma; ATL/L: Adult T cell leukemia/lymphoma.

Table 2. Initial clinical findings in 32 cases of liver-involving B cell lymphoma

Histological
type

Clinical Stage
1/2/3/4

Liver disease Hepatic tumors Splenic
tumors

Complication

CH LC HCC single multiple diffuse

Primary hepatic B cell lymphoma
DLBCL: 10 5/5/0/0 5 3 1 6 4 0 4 RA: 1
MALToma: 8 8/0/0/0 3＊ 1 1 8 0 0 0 AI: 1, SS: 2,

PBC: 1＊,
Total: 18 13/5/0/0 8 4 2 14 4 0 4 5

Systemic B-cell lymphoma with hepatic invasion
IVL: 10 0/0/0/10 1 0 0 0 0 10 10＊＊ SLE:1
DLBCL: 4 0/0/2/2 2 0 0 2 2 0 0 0
Total 14 0/0/2/12 3 0 0 2 2 10 10 1

DLBCL: Diffuse large B-cell lymphoma; FL; follicular lymphoma; MALT: Mucosal-associated lymphoid tissue; IVL: Intravascular lym-
phoma; CH: Chronic hepatitis; LC: Liver cirrhosis; HCC: Hepatocellular carcinoma; RA: Rheumatoid arthritis; SS: Sjögren syndrome; PBC:
Primary biliary cirrhosis; AI: Autoimmune hepatitis; SLE: Systemic lupus erythematosus; ＊: one patient complicates SS; ＊＊: splenomegaly
with probably tumor invasion.
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